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デジタルフォト基礎講座 1「デジタルカメラの設定①」：高木大輔　講師

今年度の基礎講座は前期の初級講座も引き継ぐ形で、さらに
基本に帰った初心者にも分かり易い解説を心がける。

現在デジタル一眼レフのほとんどの機種では、JPEG と RAW
の二形式で画像を記録することが出来る。RAW は「生」の意で、
撮像素子から得られたままの、画像処理が行われる前のデー
タで、カメラや専用 RAW ソフトを介し画像に展開し見るこ
とが出来、後々かなり大幅な調整をすることが出来るという
マニア向けのデータ形式だ。JPEG では撮影時に細かな設定や
露出等を決定する必要があるが、いわばポジフィルムのよう
なもので、初心者には理解し易いだろう。当講座では 7 月ま
では、カメラを JPEG にセットして勉強を進めていく。
JPEG では記録時の画像サイズや品質を選ぶことが出来るが、
作品づくりを目指すならラージ＋ファインを常用にしよう。
残り枚数が減ってきて緊急避難的にはサイズはそのままに
モードを落とすべき。その方が容量的に節約効果が大きいし、
適正露出であれば差は目立ちにくい。
当講座の受講者は Photoshop などの使いこなしも前提にして
いるので、「ホームページ用に使う写真だから…」という場
合も、大きく撮影して後で使用する最適サイズに縮小しよう。
露出判断は撮影後のモニターチェックでヒストグラムを表示
させて行うが、日中の屋外などでは見づらい場合は「白飛び
警告表示」を併用するとよい。ただ、明暗差の激しい被写体
では、白飛びを完全に防ごうとすると冴えない露出アンダー
の写真になってしまうので注意しよう。
露出モードの使い方はフィルム一眼レフと同だが、デジタル
の狭いダイナミックレンジを効果的に使うためにも意識して
露出モードを使いこなそう。すぐに結果が判断できるデジタ
ル一眼の特性を利用して、全くの “山カン” によるマニュア
ル撮影も有効な場合も多い。

デジタルカメラの記録までの概念図

高木講師による授業風景

▲

クォリティの設定
○ JPEG と RAW
現在デジタル一眼レフのほとんどの機種では、
JPEG と RAW の二形式で画像を記録することが出
来るようになっている。（一部の機種では TIFF も
選べる）初期設定ではほとんどの機種が JPEG に
なっているが、これは現在最も広く普及している
画像の保存形式だ。
JPEG（Joint Photographic Experts Group の略）は
非常に効率的な「圧縮」機能を持ち、本来の画像
容量の 1/4 ～ 1/ 数 10 の格納サイズ（＝パソコン
上での重さ）にすることが出来る。例えば 600 万
画素の写真は本来は 17MB（メガバイト）の容量
があり、メールなどではなかなか送れない筈だが、
JPEG ならば充分可能だ。
例えば、数 100 枚撮影した時のメディアや保存の
ことを考えても非常に効率的な形式で、登場以来
急速に普及してきた。現在、一般的なコンパクト
デジカメや携帯電話などでもほとんどが JPEG を
採用しており、ホームページやメールなどでの写
真のやりとりもほとんどがこの形式を利用おり、
世界中のデジタル写真の 99％がこの形式といって
もよいだろう。
RAW は「生」（＊ raw meat ＝生肉）の意で、撮
像素子から得られたままの、画像処理が行われる
前のデータで、一般の画像データとして見ること
は出来ない。カメラや専用 RAW ソフトを介し画
像に展開し見ることが出来、その時点でかなり大
幅な調整をすることが出来るというマニア向けの
データ形式だ。逆にいえば JPEG では RAW 画像を
カメラのソフト（画像エンジン）で調整し、一般
画像形式である JPEG に保存している訳で、これ
らの行為がほんの一瞬に行われているのである。
RAW ではこれらを後で自分の好みに合わせて調整
しながら出来る訳で、それを「RAW 現像」と呼ぶ。
RAW では細かな設定や調整は後回しでもよく、い
わば許容量の大きいネガフィルムのような存在だ。
対する JPEG は撮影時に細かな設定や露出等を決
定する必要があるが、いわばポジフィルムのよう
なもので、初心者には理解し易いだろう。
当講座でも 1 学期にあたる 7 月までは、カメラを
JPEG にセットして勉強を進めていこう。
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図 1：デジタルカメラの記録までの概念図
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“DIGITABLE2010”　デジタルフォト基礎講座　第 1回
デジタルカメラの設定①　　　　　　　　　　　　解説：髙木　大輔（APA会員）

▲

さらに詳しく…　JPEG の容量
JPEG の圧縮の数字にかなりの幅があるのは、保
存時に圧縮の段階を選べるからだ。（Photoshop
では 12 段階の圧縮率を選ぶことが出来る）
また写っている画像内の要素によっても、圧縮
容量が大きく違ってくる。
例えば先述の 600 万画素の写真は何を撮っても
17MB の画像になる筈だが、JPEG では空が大き
く写った画像と砂地をアップで撮った画像では
圧縮後の容量が大きく変わってくる。空は画像
が変化してくる要素が少ないので JPEG では軽
くなり、砂地は一粒一粒たんねんに解析しなけ
ればならないので重くなるという訳だ。
カメラの表示で JPEG での撮影可能枚数が表示
されるが、標準的な被写体を撮った場合の一般
的な目安で、実は撮影場所や被写体によって大
きく変化しているのに気付かれただろうか？
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図 2、3：容量の重たい画像と軽い画像
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ヒストグラム表示と白飛び警告表示
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▲ ▲

適正露出の必要性
○ヒストグラムのしくみ
デジタル画像の良し悪しを決める技術上の要素は
露出とホワイトバランスだ。後者については来月
述べるが、露出の要件は
＊「ハイライトを飛ばさない（＝白飛びさせない）」
＊「豊富な中間調を得る」
＊「シャドーを潰さない（＝黒潰れをおこさない）」
の三つだが、その良し悪しを判断するのがモニター
に表示されるヒストグラムだ。
『ヒストグラムのしくみが分からない』という声も
よく聞くので、説明用のヒストグラムを自作して
みた。実際には RGB 各色ごとのヒストグラムがあ
るのだが、まずは明るさのヒストグラム（＝輝度
情報）を理解しよう。
○撮影時に液晶モニターでチェック
露出判断は基本的に撮影後のモニターチェックで
ヒストグラムを表示させて行う。日中の屋外など
では見づらい場合も多いので、そのような場合は
「白飛び警告表示」を併用するとよい。
ヒストグラムの右端でグラフが切れていれば白飛
び、左端で切れていれば黒潰れだ。
ただし両端が切れていなくとも適正露出とは限ら
ない。RGB統合（コンポジット）のチャンネルでは、
光の量だけではなく被写体の色の偏りによっても
左右されるからだ。色温度の解説で詳しく述べる
予定だが、ヒストグラムの広がりが足りなくてな
んとなくくすんだ画像では、ホワイトバランスの
調整により改善できる場合も多い。
○白飛びを極端に恐れない
また明暗差の激しい被写体では、白飛びを完全に
防ごうとしてマイナス補正をしていくと、冴えな
い露出アンダーの写真になってしまうので注意し
よう。
フィルに比べダイナミックレンジが足りないと言
われるデジタル写真では、画面内の気にならない
少量の範囲内が白飛びしていくのは、むしろ “階
調感” の演出の上では効果的な場合も多い。
商品撮影などのプロの間では階調を残すべき “ハ
イライト” と、意図的に飛ばす “ハイエスト” を
上手く組み合わすことが重要と言われる。
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図 7：ヒストグラムのしくみ（輝度情報）
画像をモノクロに変換し、解像度をぐっと落として
いくとタイル状になり、さまざまな濃度（256段階
ある）のピクセルが見えてくる

そのピクセルを
画像から剥がし、…

ピクセルの濃度ごとに順番に積み上げていくと、
256段階のヒストグラム（柱状グラフ）が完成した。
画像の構成要素が濃度ごとに振り分けられたのがよ
く分かる

白トビ
255

黒ツブレ
0

濃度順に256段階に
分け積み上げていく

さらに詳しく…　ハイライトとハイエスト（ライト）
＊データ上はハイライト＝ 220 ～ 248
　　　　　　ハイエスト＝ 250 ～　といわれる

図 8：ヒストグラム表示と白飛び警告表示

図 9：ハイエストを効果的に使用した写真



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（持ち時間 5 分のショートトーク）　　　　　

今月から始まった新企画だが、当会ならではのユニーク
でバラエティに富んだ報告が続いた。いくつかの要旨を
ピックアップする。
Ｋ氏は独自のフォーマットのパノラマ写真の報告。今後
試行錯誤を重ね、作品作りを目指す。
Ｓ氏は韓国撮影行のスライド報告。当会で知り合ったＩ
氏の話から、思い立って早速の一人撮影旅行となった。
そのＩ氏は夜景撮影に取り組んでいるようで、近く出張
される海外からの報告にも期待したい。
Ｈ氏は本格的ＨＰ作りを目指し、ソフトの勉強を再開。
Ａ氏は一貫して「色の再現」に興味をお持ちだが、また
あらたな角度でデータを取り始めたとのこと。
ＩＴ氏は仲間と 4 人で共通の写真発表サイトを立ち上げ、
管理者として運営を開始したそうである。
…

フォトショップの「スクリプト」にある「イメージプロセッ
サー」を利用すると、ファイル縮小や保存形式の変更な
どをバッチ処理することが出来る、同じ作業を繰り返さ
ないで自動処理で行える点が便利だ。
開いたファイルの処理もできれば、開いていないホルダー
内の画像を一括処理もできる。
図の処理の詳細画面では、保存ホルダーやファイルの
種類、圧縮率などを選択する。
縮小処理などは Jpeg か PSD,Tiff を選択して保存で
きる。それぞれピクセル数などのサイズを指定でき
るほか、JPEG では圧縮率の選択もできる。
同じ場所に保存では、Jpeg などのホルダーが自動
で出来上がる。いずれにしても、元のファイルはそのま
ま残るので安心して処理できる。
縦位置、横位置写真が混ざったホルダーの処理では注
意が必要だ。
縦写真、横写真の写真サイズを横位置に指定したら、
指定した縦横のうち、スクリプトでは縦Ｈを基準にし
て調整している。特に正方形の写真で、長方形の仕上
がりを指定しても、実際の比率に合わせた仕上がりと
なって、正方形に仕上がり、長方形の指定サイズには
ならない。
縦、横写真を正方形に指定しても、横位置、縦位置写
真は正方形にはならない、実際には長辺に指定した数
値を基準に、短辺は成り行きに調整しているようだ。
　　　　

**********************************************
（コメントや意見の追加をお願いします）
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Photoshop 研究講座「スクリプト / イメージプロセッサ」：平野正志　講師

イメージプロセッサーの詳細設定画面

平野講師による授業風景
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≪スクリプト・イメージプロセッサー≫

ホルダー内のファイルを一括して縮小・拡大する。ファイル変換を含む。

自動処理の中にある「バッチ処理」をファイルの縮小、拡大などに特化してプリセットとしてある。

フォトショップでなにも開いていない状況でファイル→メニューの中にある

「スクリプト」を選択する。（開いたファイルを指定することも可能）

一番上のイメージプロセッサーを選ぶと、さらに細かい設定となる。（イメー

ジプロセッサーは CS １などの古いバージョンではサポートされていないよ

うだ。CS3 から項目が加わる。）

イメージプロセッサーの下にはレイヤーやレイヤーカンプを処理するなどの

項目がある。

ファイル縮小などの詳細設定をバッチに適応

したもの、一括処理で、同じ作業を繰り返さ

ないで自動処理で行える点が便利。

開いたファイルの処理もできれば、開いてい

ないホルダー内の画像を一括処理もできる。

左はホルダーの選択画面。処理するホルダー

を選択する。

次に保存ホルダーを選択する。

下は処理の詳細。保存ホルダーやファイルの

種類、圧縮率などを選択する。

※開いたファイルを選択…開いたファイルを自動処

理

※フォルダを選択…ホルダー内の画像を一括処理し

てくれる、作業内容は下の詳細で決め、後はバッチ

処理で自動処理してくれる。

※処理後の保存場所を選択…新しいホルダーが出来

て処理後のファイルをまとめて保存できる。

縮小処理などは Jpeg か PSD,Tiff を選択して保存で

きる。それぞれピクセル数などのサイズを指定でき

るほか、JPEG では圧縮率の選択もできる。

同じ場所に保存では、Jpeg などのホルダーが自動

で出来上がる。元のファイルはそのまま残るので安

心して処理できる。

今月の 1 枚：旅行の出欠で“はい！手をあげて”…


